
 

～ ご案内 ～

＜特別勘定運用レポートについて＞
当レポートは、特別勘定の運用概況や運用実績をお知らせするためのものです。

［変額個人年金保険］

特別勘定運用レポート
２０２３年１月発行
（２０２２年１２月末基準）

＜クレディ・アグリコル生命からの情報提供＞

■ 当レポートは、生命保険契約の募集および主たる投資信託の勧誘を目的としたものではありません。

■ 各データの基準日から特別勘定運用レポートのご提供まで、各種データの収集、加工等のためにお時間をいただいておりますことをご了承くださ
い。

■

CAL1606-MKB01RG12-1

消費税率の引上げにより、令和元年10月1日以降は信託報酬にかかる消費税率が10％になっております。

・ 商品の詳細については、「契約締結前交付書面＜契約概要／注意喚起情報＞」「商品パンフレット」「ご契約のしおり・約款」「特別勘定のしお
り」等でご確認ください。

・最新のユニットプライスは当社Webサイトでご確認いただけます。

■ クレディ・アグリコル生命　Webサイト

・積立金額やご契約内容等は、当社インターネット・サービス マイページにてご確認いただけます。

・ 当レポート中の運用実績に関するいかなる内容も過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

・

　https://www.ca-life.jp/

■

・各種変更手続やご契約内容に関するお問合せ等は下記までご連絡ください。

クレディ・アグリコル生命　カスタマーサービスセンター



＊特別勘定についての詳細は「特別勘定のしおり」をご覧ください。

特別勘定の種類と運用方針について

・最終ページにご注意いただきたい事柄（投資リスク、お客さまにご負担いただく費用等）を記載しております。必ずご確認ください。
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信託報酬のほか、信託事務に関する諸費用、有価証券の売買委託手数料および消費税等がその他費用としてかかりますが、各投資信託の
運用状況等によって異なるため、費用の発生前に金額や割合を確定することが困難であり表示することができません。これらの費用は特別勘定
がその保有資産から負担するため、特別勘定のユニットプライスに反映され、お客さまに間接的にご負担いただくことになります。
また、これら運用関係費用は運用手法の変更、運用資産額の変動等の理由により将来変更されることがあります。

信託報酬率は、毎月10日（休業日の場合翌営業日）における新発10年国債の利回り（日本相互証券株式会社発表の終値）に応
じて、純資産総額に対して以下の率とします。
（新発10年国債の利回りが）
　イ．1％未満の場合　…　年率0.132％（税込）
　ロ．1％以上の場合　…　年率0.242％（税込）

信託報酬率は、各月毎に決定するものとし、前月の最終営業日の翌日から当月の最終営業日までの信託報酬率は、各月の前
月の最終5営業日における無担保コール翌日物レートの平均値に0.33を乗じて得た率（以下「当該率」といいます）とします。ただ
し、当該率が年0.055％以下の場合には、年0％超 0.055％（税込）以内で委託会社が任意に定める率とし、年0.385％超の場合に
は、年0.385％（税込）とします。
なお、当該指標が改廃等の場合は、委託会社が定める指標を用いることとします。

これら投資信託はいわゆるファンド・オブ・ファンズであるため、運用にかかる実質的な信託報酬は、当該投資信託と、その投資
対象である他の投資信託の信託報酬等の合計となります。投資対象となる投資信託の組入状況によって、実質的な信託報酬は
変動します。

特別勘定が投資対象
とする投資信託名

特別勘定の運用方針 委託（運用）会社
信託報酬率

（税込）

日
本
株
式

日本株式
（RG）

ＣＡりそなジャパン・
バリュー・ファンドＶＡ

（適格機関投資家専用）

国内株式を主な投資対象とする投資信託に主に投資すること
により中長期的に高い投資成果をあげることを目標とします。

アムンディ・ジャパン
株式会社

年率0.154％程度
(実質：最大年率

0.704％程度)
＊1

米国株式
（RG）

フィデリティ・US
エクイティ・インカム・

ファンド
（適格機関投資家専用）

米国株式を主な投資対象とする投資信託に主に投資すること
により中長期的に高い投資成果をあげることを目標とします。
外貨建資産については原則として為替ヘッジを行いません。

（運用会社）
フィデリティ投信

株式会社
（投資顧問会社）

FIAM LLC

年率0.792％程度

海外株式
（RG）

ｉＦｒｅｅ 外国株式
インデックス

（為替ヘッジなし）

日本を除く世界各国の株式を主な投資対象とする投資信託に
主に投資することにより中長期的に高い投資成果をあげるこ
とを目標とします。外貨建資産については原則として為替ヘッ
ジを行いません。

大和アセット
マネジメント
株式会社

年率0.209%程度

新
興
国
株
式

新興国株式
（RG）

　DWS世界新興国株式
ファンドVA

（適格機関投資家専用）
＜愛称：BRICｓプラスVA＞

新興国各国の株式を主な投資対象とする投資信託に主に投
資することにより中長期的に高い投資成果をあげることを目標
とします。外貨建資産については原則として為替ヘッジを行い
ません。

（運用会社）
ドイチェ・アセット・

マネジメント株式会社
（投資顧問会社）

ＤＷＳインベストメント
GmbH

年率1.045％程度

日
本
債
券

日本債券
（RG）

ｉＦｒｅｅ 日本債券
インデックス

国内の公社債を主な投資対象とする投資信託に主に投資す
ることにより中長期的に安定した投資成果をあげることを目標
とします。

大和アセット
マネジメント
株式会社

各月ごとに決定
＊2

海
外
債
券

海外国債
（RG）

ｉＦｒｅｅ 外国債券
インデックス

日本を除く主要国の政府または政府機関の発行する債券を
主な投資対象とする投資信託に主に投資することにより中長
期的に安定した投資成果をあげることを目標とします。外貨建
資産については原則として為替ヘッジを行いません。

大和アセット
マネジメント
株式会社

年率0.198%程度

海
外
ハ
イ

イ
　
ル
ド
債
券

海外
ハイイールド債券

（RG）

CA米国・ユーロ高利回り債
ファンドVA

（適格機関投資家専用）
＜愛称：りそなペア･
ハイインカムVA＞

米国および欧州のハイイールド債券（高利回り債券）を主な投
資対象とする投資信託に主に投資することにより中長期的に
高い投資成果をあげることを目標とします。外貨建資産につい
ては原則として為替ヘッジを行いません。

アムンディ・ジャパン
株式会社

年率0.209％程度
(実質：最大年率

0.8915％程度)
＊1

新
興
国
国
債

新興国国債
（RG）

GIM FOFs用
新興国ソブリン・オープンF
（適格機関投資家専用）

新興国の政府または政府機関の発行する債券を主な投資対
象とする投資信託に主に投資することにより中長期的に高い
投資成果をあげることを目標とします。外貨建資産については
原則として為替ヘッジを行いません。

（運用会社）
JPモルガン・

アセット・マネジメント
株式会社

（投資顧問会社）
J.P.モルガン・

インベストメント・
マネージメント・インク

年率0.671％程度

グ
ロ
　
バ
ル

リ
　
ト

グローバルリート
（RG）

CAグローバル
REITファンドVA

（適格機関投資家専用）

日本を含む世界各国の不動産投資信託証券（REIT）を主な投
資対象とする投資信託に主に投資することによって中長期的
に高い投資成果をあげることを目標とします。外貨建資産につ
いては、原則として為替ヘッジを行いません。

（運用会社）
アムンディ・ジャパン

株式会社
(投資顧問会社）

株式会社りそな銀行

年率0.528％程度

マ
ネ マネープール

（RG）
CA マネープールファンド
（適格機関投資家専用）

円建の短期公社債および短期金融商品を主な投資対象とす
る投資信託に主に投資することによって安定的な運用を行い
ます。

アムンディ・ジャパン
株式会社

各月ごとに決定
＊3

特別勘定名

海
外
株
式



日本株式（RG） 米国株式（RG）

特別勘定のユニットプライスと騰落率の推移

新興国株式（RG）

日本債券（RG）

海外株式（RG）

1ヵ月 -4.46% 1ヵ月

海外国債（RG）

ユニットプライス
騰落率

3年
1年 5.02%

1ヵ月 -5.80%
騰落率

3年

-0.35%
1年

41.57%

資産構成比

投資信託

129.55

3ヵ月

3年

ユニットプライス
騰落率

-4.81%

資産構成比

現預金等

-4.67%
投資信託 95.00%

1年 -4.65%

設定来
2.45% 5.00%

6ヵ月 -6.11%
3ヵ月 -1.84%

104.35

※資産構成比は、投資信託の購入・解約の申込実績を反映しています。

騰落率
1ヵ月 -1.26%

339.17
5.25%

設定来 239.18%

6ヵ月

現預金等

17.20%

1年 -5.10%

投資信託

ユニットプライス

3年

6ヵ月 -2.46%

-5.80%

資産構成比

94.75%
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・「チョイス＆チェンジ」は特別勘定で運用を行う変額個人年金保険です。特別勘定は投資信託を主な投資対象としていますが、当商品は投資信託とは異なる商品です。
・この運用レポートは、生命保険契約の募集および当該投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク・お客さまにご負担いただく費用 等）を記載しております。必ずご確認ください。

※ユニットプライスとは、各特別勘定設定時の資産を100として、その後の運用成果による資産の増減を指数化したものです。
※ユニットプライスは小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。騰落率は、小数点第3位を四捨五入しています。

1ヵ月

29.56%

6ヵ月

5.25%

94.75%投資信託

現預金等

現預金等

-6.24%

95.07%

1年 -13.66%
5.95%3年

-3.06%

117.19
4.93%

設定来 4.36%

設定来

0.85%

5.00%
設定来 106.96% 設定来 183.42%

1年 -5.16%

ユニットプライス

94.05%
1ヵ月
3ヵ月 4.20% 投資信託

3年

-3.66%
3ヵ月 0.29%

2.96%
283.41

3ヵ月 1.39%

55.10% 現預金等
206.96

ユニットプライス

資産構成比

資産構成比

32.88%

6ヵ月 -4.27%

現預金等

騰落率
ユニットプライス

騰落率

3ヵ月 -1.31%
-5.95%

資産構成比

95.00%投資信託
6ヵ月
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(＊注) 当資料の基準月末時点において、「新興国国債（RG)」の特別勘定資産は０となっています。　ユニットプライスについても、2022年5月20日以降変動していません。

3年

3ヵ月 0.34%
6ヵ月 1.05%

-2.07%1年

海外ハイイールド債券（RG）

投資信託

現預金等 5.51%

-5.89%ユニットプライス
騰落率

1ヵ月

12.17%

グローバルリート（RG）

資産構成比

投資信託 94.67%
6ヵ月 -8.79%

資産構成比

特別勘定のユニットプライスと騰落率の推移

ユニットプライス
騰落率

新興国国債（RG）

1ヵ月
騰落率

1ヵ月
94.49%

-2.55%

182.07
6ヵ月

85.00%

184.99

3ヵ月 0.00%

現預金等
設定来

- 3 -

※ユニットプライスとは、各特別勘定設定時の資産を100として、その後の運用成果による資産の増減を指数化したものです。
※ユニットプライスは小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。騰落率は、小数点第3位を四捨五入しています。

・「チョイス＆チェンジ」は特別勘定で運用を行う変額個人年金保険です。特別勘定は投資信託を主な投資対象としていますが、当商品は投資信託とは異なる商品です。
・この運用レポートは、生命保険契約の募集および当該投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク・お客さまにご負担いただく費用 等）を記載しております。必ずご確認ください。

-0.04%
-0.04%
-0.06%1年

※資産構成比は、投資信託の購入・解約の申込実績を反映しています。

178.67

3ヵ月 -0.30%

13.51% 現預金等
1年

78.67%設定来
3年

設定来
3年

100.15
5.33%

-11.93%

3ヵ月
6ヵ月

-0.07%

マネープール（RG）

1ヵ月

-5.61%
設定来

現預金等 49.98%
0.16%

資産構成比

投資信託 50.02%

資産構成比

投資信託 -

-0.02%ユニットプライス
騰落率

0.00%ユニットプライス

82.07%

-6.49%1年
3年 -

0.00%
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【特別勘定が投資する投資信託】　　　

組入全銘柄数： 69 銘柄

電気機器 19.31%

機械 9.55%

2.31%

2.29%

小売業

水産・農林業サカタのタネ

サービス業

電気機器

2.37%

2.36%

陸運業

電気機器

2.35%

2.32%

2.54%

2.41%

日本電信電話

- 4 -

2.25%

23.80%

化学

上位10銘柄合計

・当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。

アース製薬

ダイセキ

7 リコー

8

9

10

6

三越伊勢丹ホールディングス

電気機器

機械

富士通

セガサミーホールディングス

1

2

3

4

5

「CAりそな ジャパン・バリュー・ファンドVA」が投資する「Amundi Funds ジャパン・エクイティ・バリュー」の組入状況（純資産総額比）

◆　組入上位10銘柄 ◆　組入上位5業種

9.24%

業種 比率

陸運業 8.29%

小売業 8.01%

化学

ＮＩＰＰＯＮ　ＥＸＰＲＥＳＳホールディングス

カシオ計算機

比率

2.62%

業種

情報・通信業

銘柄

　12月の国内株式市場は下落しました。月初に発表された米ISM製造業景
況感指数が中立水準である50を下回ったことから、米国の景気鈍化懸念が
広がり一時軟調な展開となりました。しかし、中国のゼロコロナ政策緩和の動
きや米国のCPI（消費者物価指数）の伸びが鈍化したことを確認すると、株
式市場はやや持ち直しました。その後、日銀金融政策決定会合において10
年国債利回りの誘導水準上限引き上げが決定されると、これを事実上の利
上げと解釈し国内株式市場は急落しました。また、この影響で円が買われた
ことも輸出企業へのマイナス要因と捉えられ、反発のきっかけをつかめないまま
年末を迎えました。

価格変動リスク等

◆　基準価額推移グラフ ◆　市況コメント

-3.60% 25.41% 107.16%

◆　主なリスク

CAマネープールファンド 0.31%

現預金等 2.34%

ファンド -4.69% -1.32% -2.71%

設定来1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年

・基準価額は信託報酬控除後です。

・上記グラフは当ファンドの設定日からの推移を示したものです。

97.35%

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

CAりそな ジャパン・バリュー・ファンドＶＡ（適格機関投資家専用）

【運用会社】 アムンディ・ジャパン株式会社

【特別勘定の名称】

日本株式(RG)

2022年12月30日 現在

基準価額 20,716円

純資産総額

◆　ファンド内訳

信託期間 無期限

Amundi Funds ジャパン・エクイティ・バリュー

10百万円

設定日 2008年6月2日

決算日 原則 4月20日

◆　基準価額騰落率

・ファンド・オブ・ファンズ方式で運用することを基本とします。
・主として、わが国の株式に投資を行うファンドと本邦通貨表示の短期公社
債等に投資するファンドに投資することにより、その実質的な運用はそれぞれ
の投資先ファンドが行い、中長期的な信託財産の成長を図ることを目指して
運用を行います。
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【運用会社】

【投資顧問会社】

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

基準価額

純資産総額

設定日

決算日

信託期間

◆　資産構成比 (2022年11月30日現在)

実質株式組入比率

　　うち現物

　　うち先物

現預金・その他

◆　累積投資額・ベンチマーク騰落率 ◆　主なリスク

価格変動リスク、為替変動リスク等

◆　基準価額、累積投資額 推移グラフ ◆　市況コメント

 

◆　組入上位10銘柄 ◆　組入上位5業種

1

2

3

4

5

6

7 ※各比率は、マザーファンドの純資産総額に対する比率です。

8

9

10

＊各々のグラフ、表にある比率は、それぞれの項目を四捨五入して表示しています。

フィデリティ・ＵＳエクイティ・インカム・マザーファンドへの投資を通じて、主とし
て、米国の取引所に上場（これに準じるものを含みます。）されている米国企
業の株式等を主要な投資対象として、S&P500の配当利回りを上回る配当
利回りを目指します。また長期的な投資信託財産の成長も目指します。

2022年12月30日現在

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

　 【特別勘定の名称】

フィデリティ・USエクイティ・インカム・ファンド（適格機関投資家専用）

フィデリティ投信株式会社

FIAM LLC

14,104 円

1,431 百万円

2005年3月2日
原則、毎年3月10日、6月10日、9月10日、12月10日（休業日のときは翌営業日）

原則無期限

99.48%

99.48%

      -

0.52%

ベンチマーク：Russell 1000® Value Index (円換算)
2006年8月末付けで、ベンチマークはRussell 3000® Value Index (円換算)
から変更となりました。Russell 1000® Value Index およびRussell 3000®
Value Indexはラッセルが公表している米国のバリュー株式に関する株価指数
で、米国の主要株式によって構成されております。当該指数に関する著作
権、知的財産権その他一切の権利はラッセルに帰属します。
なお、運用会社による使用ベンチマークの見直しの一環により2023年1月より
ベンチマークはSolactive® GFS United States 1000 Value Style Index TR
（円換算）に変更となる予定です。

3年 設定来

233.21%

347.12%

ファンド -6.29% 1.39% 3.00% 5.16% 43.63%

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年

ベンチマーク

(2022年11月30日現在)

銘柄 業種 比率 業種 比率

-8.30%

(2022年11月30日現在)

3.02% 3.02% 6.67% 44.63%

10.28%

バンク・オブ・アメリカ 銀行 2.58% エネルギー 9.45%

医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンスエクソンモービル エネルギー 4.15%

銀行 8.38%

ダナハー 医薬品･ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 2.30% 資本財 8.03%

ウェルズ・ファーゴ 銀行 2.54%

ﾎﾞｽﾄﾝ･ｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ ﾍﾙｽｹｱ機器･ｻｰﾋﾞｽ 2.24% ヘルスケア機器・サービス 6.96%

トラベラーズ

ｲｰﾗｲﾘﾘｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 医薬品･ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 1.87%

シスコシステムズ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾊｰﾄﾞｳｪｱ及び機器 1.91%

保険 1.76%

- 5 -

ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾍﾙｽｹｱ機器･ｻｰﾋﾞｽ 1.65%

アストラゼネカ 医薬品･ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 1.64%

上位10銘柄合計 22.64%

・当資料は、フィデリティ投信株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。

銘柄組入全銘柄数： 103

※累積投資額は､ファンド設定時に10,000円でスタートしてからの収益分配金を再投資し

た実績評価額です｡ ただし､申込手数料および収益分配金にかかる税金は考慮していま

せん。 ベンチマークはファンド設定日前日を10,000円として計算しています。

※基準価額は運用管理費用控除後です。

0
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40,000

50,000

60,000
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累積投資額

基準価額

ベンチマーク

（円）

(設定時)

当月の米国株式相場の主要指数の月間騰落率は、S&P500種指数が
-5.90％、ダウ工業株30種平均は-4.17％、ナスダック指数は-8.73％となりまし
た。
当月の米国株式は下落しました。物価指数は前月から上昇率が減速してイン
フレはピークを越えた兆しが見られるものの、賃金の上昇やサービス価格などで
上昇圧力は根強く、長引くインフレによる景気悪化への懸念が強まりました。米
国の金融当局は事前の予想通りに利上げを決定し、2022年3月から7会合連
続での利上げを実施しました。インフレ圧力を受けて、2023年の半ばまでに政策
金利が5％を上回るとの観測が広がり、下旬にかけて長期金利は上昇しました。
2023年以降の企業の成長力への期待が後退し、米国株式は下値を探る展開
となり、一般消費財・サービスや情報技術セクターなどをはじめ、幅広く下落しま
した。経済指標では、製造業の景況感指数が悪化し、小売売上高も軟化した
ものの、雇用者数は増加傾向であり、失業率も低水準で、良好な雇用環境が
続いています。
当月の米ドル／円相場は、約5.44％の円高でした（1米ドル＝139.54円
→131.95円）。
(※文中の騰落率は表記の無い限り現地月末、現地通貨ベース、為替はWM
ロイターを使用。)

米国株式(RG)

※左記銘柄はご参考のため、英文表記の一部をカタカナで表記しております。

実際の発行体名と異なる場合があります。
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※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

◆　組入上位10銘柄

組入全銘柄数： 銘柄

※ 比率は純資産総額に対するものです。

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

海外株式(RG) ｉＦｒｅｅ 外国株式インデックス（為替ヘッジなし）

【運用会社】 大和アセットマネジメント株式会社

2022年12月30日時点

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

●外国の株式に投資し、投資成果をMSCI コクサイ指数（円ベース）の動きに
連動させることをめざします。
●当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
・マザーファンドは、「外国株式インデックスマザーファンド」です。

■MSCIコクサイ指数は、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界主要国の株価
指数を、各国の株式時価総額をベースに合成したものです。なお、MSCIコクサイ指数（円ベー
ス）は、MSCIコクサイ指数（米ドルベース）をもとに、MSCI Inc.の承諾を得て委託会社が計算
したものです。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属し
ます。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有して
います。本ファンドは、MSCI Inc.（｢MSCI｣）によって保証、推奨、または宣伝されるものではな
く、MSCIは本ファンドまたは本ファンドが基づいているインデックスに関していかなる責任も負いま
せん。免責事項全文についてはこちらをご覧ください。〔 https://www.daiwa-
am.co.jp/specialreport/globalmarket/notice.html 〕

基準価額 22,457円

純資産総額 246.44億円

設定日 2016年9月8日

決算日 11月30日

信託期間 無期限

◆　資産構成比

実質株式組入比率 99.97%

　　うち現物 93.53%

　　うち先物 6.43%

現預金・その他 6.47%

◆　基準価額騰落率 ◆　主なリスク

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来 株価の変動（価格変動リスク・信用リスク）、為替変動リスク、カントリー・リスク
等ファンド -6.16% -0.21% -0.73% -5.50% 42.16%

比率 国・地域名

124.57%

ベンチマーク -6.29% -0.40% -1.54% -7.10% 35.79% 101.21%

1 4.17% アメリカ 72.46%

※「基準価額騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、
当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。

※上記リスクについては、大和アセットマネジメント株式会社の基準に基づき
表記しています。

◆　基準価額推移グラフ

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています。
※当ファンドはMSCIコクサイ指数（円ベース）をベンチマークとしておりますが、同指数を上回る運用成果を保証するものではありません。
※グラフ上のベンチマークは、グラフの起点時の基準価額に基づき指数化しています。

◆　組入上位5ヶ国および5業種

2 3.42% イギリス 4.67% ヘルスケアMICROSOFT CORP 情報技術 アメリカ

3 1.55% カナダ 3.69%AMAZON.COM INC 一般消費財・サービス アメリカ

4 1.06% ドイツ 3.45%ALPHABET INC-CL A コミュニケーション・サービス アメリカ

5 0.99% フランス 3.31%UNITEDHEALTH GROUP INC ヘルスケア アメリカ

6 0.99%

7 0.94%

ALPHABET INC-CL C コミュニケーション・サービス アメリカ

JOHNSON & JOHNSON ヘルスケア

9 0.81%

8 0.91%

10 0.78%金融 アメリカ

※ 外国株式が含まれる場合、外国株式の国・地域名については、原則としてMSCI Inc.が提供するリスク所在国・地域に基づいて表示しています。

15.62%

JPMORGAN CHASE & CO

・当資料は、大和アセットマネジメント株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク・お客さまにご負担いただく費用等）を記載しております。必ずご確認ください。
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※ 業種名は、原則としてS&PとMSCI Inc.が共同で作成した世界産業分類基準（GICS）によるものです。

比率業種名

情報技術

銘柄名 業種名 国・地域名

APPLE INC 情報技術 アメリカ

比率

金融

資本財・サービス

一般消費財・サービス

19.35%

13.92%

13.49%

9.26%

8.86%

上位10銘柄合計1271

アメリカ

EXXON MOBIL CORP エネルギー アメリカ

BERKSHIRE HATHAWAY INC-CL B 金融 アメリカ
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主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

新興国株式(RG)
ＤＷＳ世界新興国株式ファンドＶＡ（適格機関投資家専用）
＜愛称：BRICsプラスVA＞
【運用会社】 ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社
【投資顧問会社】 ＤＷＳインベストメントGmbH 

2022年12月30日現在

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

基準価額 12,728円

純資産総額 2百万円

◆　資産構成比

株式組入比率 95.78%

　　うち現物 95.78%

　　うち先物 －

設定日 2007年11月7日

決算日 原則として8月18日

信託期間 無期限

現預金等 4.22%

◆　基準価額騰落率 ◆　主なリスク

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来 価格変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク等

ファンド -3.89% 3.39% -0.05% -14.83% 3.77% 27.28%

比率

1 ICICI BANK LTD インド 銀行 8.32%

◆　基準価額推移グラフ ◆　市況コメント

基準価額は信託報酬控除後です。

◆　組入上位10銘柄
※

銘柄 国名 業種

コメントは、ＤＷＳインベストメントGmbHの資料をもとに作成しています。

4 TENCENT HOLDINGS LTD 中国 メディア・娯楽 5.67% ◆　組入上位5カ国および5業種
※

2 SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD 韓国 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 8.19%

3 TAIWAN SEMICONDUCTOR-SP ADR 台湾 半導体・半導体製造装置 7.75%

5 HDFC BANK LTD-ADR インド 銀行 5.16%

6 PETROBRAS - PETROLEO BRAS-PR ブラジル エネルギー 4.11% 国名 比率 業種 比率

7 WEG SA ブラジル 資本財 4.04% インド 26.06% 銀行 22.10%

8 LARSEN & TOUBRO LTD インド 資本財 3.41% ブラジル 18.23% 素材 9.98%

9 RELIANCE INDS-SPONS GDR 144A インド エネルギー 3.40% 中国(含香港) 18.11% テクノロジー・ハードウェアおよび機器 9.63%

10 NASPERS LTD-N SHS 南アフリカ 小売 3.36% 韓国 15.40% 半導体・半導体製造装置 8.94%

・当資料は、ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。
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台湾 9.19% エネルギー 8.14%

※ 各比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

組入全銘柄数： 43 銘柄 上位10銘柄合計 53.39%
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・主として、ブラジル、ロシア、インド、中国（香港を含む）など新興国の企業

の株式等を主要投資対象としたDWS世界新興国株式マザーファンドへの

投資を通じて、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行います。

実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。

・毎決算時（原則として8月18日。ただし、当該日が休業日の場合は翌営

業日）に、信託約款に定める収益分配方針に基づき分配を行います。ただ

し分配対象額が少額の場合は分配を行わない場合もあります。

12月の新興国市場は国毎にまちまちな展開となりました。

ブラジルのボベスパ指数は前月比-2.45％となりました。欧米株の下落に加え、政権交代後の財政不安やインフレの加

速懸念などが相場の重石となりました。

ロシアのRTS指数は前月比-13.74％となりました。現地通貨ベースの株価指数は、原油市況が方向感の乏しい展開

となったこともあり、狭いレンジ内での小幅な値動きとなりましたが、ルーブルが大幅に下落し米ドル建て指数のパフォーマ

ンスに大きく影響しました。なお、当ファンドでは今月も大半のロシア株の取引が実質的にできない状態が続きました。

インドのS&P･BSE SENSEX指数は前月比-3.58％となりました。欧米当局がタカ派的なスタンスを示したことや、世界

景気の悪化懸念が高まったことなどを受けて世界的にリスク回避の動きが強まり、インド株市場にも影響を及ぼしました。

中国のハンセン中国企業株（H株）指数は前月比+5.18％となりました。中国政府による新型コロナウイルス対策の大

幅な緩和や、景気対策期待の高まりを受け大幅に上昇しました。

2023年は成長率の鈍化がより顕著になり、ロシア・ウクライナ戦争と欧州の潜在的なエネルギー危機によって景気の後

退が深刻化する恐れがある一方で、利上げサイクルの終了が視野に入る可能性があります。

中国については、世界の他の中央銀行が金融引き締めに転じているのに対し、成長を刺激するために逆の方向にシフ

トしています。また、ゼロコロナ政策が緩和され、経済活動の正常化が徐々に進んでいることや、これまで景気の足を

引っ張っていた不動産セクターへの支援を開始したこともプラスの材料です。その他のアジア諸国については、経済活動

の再開後、回復を続けています。

長期的には、より質の高い企業にパフォーマンス面での優位性があると考えており、多くの銘柄は魅力的なバリュエーショ

ン水準で取引されています。こうした銘柄の株価は今後戻りを試していくとみています。

なお、当ファンドではロシア株の取引が実質的にできない状態が続いています。ウクライナでは依然として戦闘が続いてお

り、西側諸国とロシアの関係改善も見込まれない状況のなか、ロシアが非友好国とみなす非居住者投資家が取引を

再開できるようになるまでには、かなりの時間を要すると思われます。引き続き情勢を注視しながら取引が可能となった

時点で改めてさまざまな観点から状況を再評価する必要があると考えています。

＜ご参考＞ロシアの株式ならびに預託証書等（以下「ロシア株式等」）の評価について

2月28日（現地時間）以降、ロシアの証券取引所が株式取引を停止し、また米国や英国等の海外市場もロシア株式

等の取引を相次いで停止したことを受け、市場の流動性が大幅に低下している中、実勢を反映した時価の取得が困

難な状況となっておりました。そのため、多くのロシア株式等について、ファンドの基準価額算出に使用する時価には対円

での為替変動のみが反映され、ロシア株式等の市場実勢が反映されていない状態が続いておりました。

その後もロシア株式等の取引が事実上困難な状態が継続し、妥当性のある時価の取得が出来ない状況が続いている

こと等を受け、2022年3月22日時点の基準価額から、当ファンドで保有するロシア株式等の評価を「実質ゼロ評価」とい

たしました。

なお、当資料基準日時点においても前述の評価を継続しております。

※当資料基準日時点においても継続して取引が行われており、妥当性のある時価の取得が可能と判断される一部の

ロシア株式等については、従来通り、基準価額算出日の前営業日の終値で評価しております。



【特別勘定が投資する投資信託】　　　

※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

◆　組入上位10銘柄

組入銘柄数： 銘柄

※ 比率は純資産総額に対するものです。

・当資料は、大和アセットマネジメント株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク・お客さまにご負担いただく費用等）を記載しております。必ずご確認ください。
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13.56%288 上位10位銘柄合計

1.17%

1.13%

1.12%
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0.100%１３９  ５年国債

１４１  ５年国債
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0.005%

0.005%

2024/06/200.100%
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１４７  ５年国債

１４８  ５年国債

１４３  ５年国債

2025/09/20

2024/03/20

2025/03/20

2024/09/20

0.100%

1

2

3

◆　債券 種別構成 および債券 ポートフォリオ特性値

比率利率 償還日銘柄名 比率種別 ファンド

※上記リスクについては、大和アセットマネジメント株式会社の基準に基づき
表記しています。

◆　基準価額推移グラフ

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています。
※当ファンドはNOMURA-BPI総合指数をベンチマークとしておりますが、同指数を上回る運用成果を保証するものではありません。
※グラフ上のベンチマークは、グラフの起点時の基準価額に基づき指数化しています。

※「基準価額騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、
当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。

ベンチマーク -1.27% -1.88%

3ヵ月 6ヵ月

-5.79%ファンド -1.32% -1.93% -2.57% -5.34% -6.44%

◆　基準価額騰落率

-2.52% -5.23% -6.03% -4.79%

1年 3年 設定来1ヵ月
公社債の価格変動（価格変動リスク・信用リスク）等

　　うち現物 99.34%

　　うち先物 0.00%

現預金・その他 0.66%

◆　主なリスク

1.69%

純資産総額 45.09億円

設定日 2016年9月8日

決算日 11月30日

信託期間 無期限

◆　資産構成比

2022年12月30日時点

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

●わが国の公社債等に投資し、投資成果をNOMURA-BPI総合指数の動き
に連動させることをめざします。
●当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
・マザーファンドは、「ダイワ日本債券インデックスマザーファンド（BP I ）」です。

■NOMURA-BPI総合の知的財産権およびその他一切の権利は野村證券
株式会社に帰属します。なお、野村證券株式会社は同指数の正確性、完
全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するものでは
なく、当ファンドの設定の可否、運用成果等並びに当ファンド及び同指数に関
連して行われる当社のサービス提供等の行為に関して一切責任を負いませ
ん。

基準価額 9,421円

実質債券組入比率 99.34%

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

日本債券(RG) ｉＦｒｅｅ 日本債券インデックス

【運用会社】 大和アセットマネジメント株式会社

1.38%

1.38%

1.19%

3.64%

0.23%

--- ---

---

1.52%

1.50%

1.48%

残存年数 9.72年

0.57%

直接利回り 0.62%

国債

事業債

※ 債券 ポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等の各特性値（直接利回り、最終利回り等）を、その組入比率で加重平均したものです。

３５２  １０年国債

---

３５０  １０年国債

0.100%

0.100%

地方債

円建外債

修正デュレーション 8.98年政府保証債 0.74%

90.96%

3.76%

最終利回り
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【特別勘定が投資する投資信託】　　　

※過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

◆　組入上位10銘柄

組入銘柄数： 銘柄

※ 比率は純資産総額に対するものです。

米ドル

米ドル

※ 債券 ポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等の各特性値（直接利回り、最終利回り等）を、その組入比率で加重平均したものです。

2026/05/15

2024/09/15

2032/08/15

米ドル

United States Treasury Note/Bond

5

通貨

米ドル

米ドル

米ドル

米ドル

米ドル

償還日

2031/11/15

2032/02/15

2031/02/15

2032/05/15

2031/08/15

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

海外国債(RG) ｉＦｒｅｅ 外国債券インデックス

【運用会社】 大和アセットマネジメント株式会社

2022年12月30日時点

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

●外国の公社債に投資し、投資成果をFTSE 世界国債インデックス（除く日
本、ヘッジなし・円ベース）の動きに連動させることをめざします。
●当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
・マザーファンドは、「外国債券インデックスマザーファンド」です。

■FTSE世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されて
いる債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産で
あり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有していま
す。

基準価額 11,663円

純資産総額 61.02億円

設定日 2016年9月8日

決算日 11月30日

信託期間 無期限

◆　資産構成比

実質債券組入比率 97.99%

1年 3年 設定来 公社債の価格変動（価格変動リスク・信用リスク）、為替変動リスク、カント
リー・リスク等

　　うち現物 97.99%

　　うち先物 0.00%

現預金・その他 2.01%

-5.08% -6.43% -4.93% 3.40%

◆　基準価額騰落率 ◆　主なリスク

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月

16.63%

ベンチマーク -4.23% -4.19% -6.25% -4.32% 4.56% 17.77%

ファンド -4.91%

※「基準価額騰落率」の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間とし、
当該ファンドの「分配金再投資基準価額」を用いた騰落率を表しています。

※上記リスクについては、大和アセットマネジメント株式会社の基準に基づき
表記しています。

◆　基準価額推移グラフ

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、運用管理費用（信託報酬）は控除しています。
※当ファンドはFTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）をベンチマークとしておりますが、同指数を上回る運用成果を保証するものではありま
せん。
※グラフ上のベンチマークは、グラフの起点時の基準価額に基づき指数化しています。

◆　通貨別構成および債券 ポートフォリオ特性値 

銘柄名 比率 通貨 比率

1 UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 0.56% 米ドル 50.63% 最終利回り

0.51% ユーロ 33.67% 直接利回り

ファンド

3.74%

2.41%

3 United States Treasury Note/Bond 0.50% 英ポンド 4.65% 残存年数 8.43年

2 UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND

4 UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 0.49% オフショア人民元 3.94% 修正デュレーション 6.65年
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 0.48% カナダドル

6 United States Treasury Note/Bond 0.45% 豪ドル2030/11/15

1.59%

0.42% メキシコペソ

2.04%

1.57%

2031/05/15 0.88%

8 United States Treasury Note/Bond 0.41% マレーシアリンギット

7

0.55%

米ドル

米ドル

9 UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 0.40%

10 UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND

シンガポールドル

その他

0.47%

0.39%

・当資料は、大和アセットマネジメント株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク・お客さまにご負担いただく費用等）を記載しております。必ずご確認ください。
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上位10位銘柄合計927 4.62% 合計 100.00%
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【特別勘定が投資する投資信託】　　　

◆　基準価額推移グラフ ◆　市況コメント

・上記グラフは当ファンド設定日からの推移を示したものです。　　　　　　　

・基準価額は信託報酬控除後です。

　12月は、予想を下回る米国のCPI（消費者物価指数）が発表される中、
FOMC(米連邦公開市場委員会）では政策金利の見通しが引き上げられ、
FRB（米連邦準備理事会）による利上げ継続姿勢が示されました。ECB
（欧州中央銀行）はタカ派的な姿勢を示し、日銀は金融政策の修正を打
ち出しました。こうした状況下で金利は上昇（債券価格は下落）しました。当
月、米国株式市場は下落し、米国ハイイールド社債市場も下落する動きと
なりました。
　12月は、インフレが再び投資家や主要中央銀行の主な懸念材料となりま
した。ECBとFRBはこれまでよりも利上げペースを抑え、政策金利を0.5％引
き上げました。その一方で、予想よりもインフレ抑制に対し積極的な声明を
発表しました。ECBは成長率予測を下方修正し、ユーロ圏の2022年末～
2023年初めの緩やかな景気後退を予測しました。さらに、ECBは「量的引き
締め」を3月に開始することを発表しました。その結果、国債利回りは全般
的に上昇（国債価格は下落）しました。こうした不利な環境にも関わらず、
魅力的な利回りを背景に社債市場に資金が流入しました。クレジットスプ
レッド（国債との利回り格差）は縮小したものの、金利の上昇が大きく、欧州
ハイイールド債市場のリターンはマイナスとなりました。

48.64%0.92%

設定来

-1.71% 13.08% 82.30% Amundi Funds ユーロ・ハイ・イールド・ボンド

1年

ファンド -2.69%

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月

2022年12月30日 現在

決算日 原則 2月15日

◆　基準価額騰落率

・ファンド・オブ・ファンズの方式で運用することを基本とします。
・主として、米国のハイイールド債市場へ投資するファンドと欧州のハイイール
ド債市場へ投資するファンドに投資することにより、その実質的な運用はそれ
ぞれの投資先ファンドが行い、中長期的な信託財産の成長を図ることを目
指して運用を行うことを基本方針とします。

基準価額 18,230円

純資産総額

設定日 2007年11月7日

◆　ファンド内訳

信託期間 無期限

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

5 百万円

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

ＣＡ米国・ユーロ高利回り債ファンドVA（適格機関投資家専用）
＜愛称：りそな ペア・ハイインカムＶＡ＞

【特別勘定の名称】

海外ハイイールド債券（RG)
【運用会社】 アムンディ・ジャパン株式会社

金利変動リスク、信用リスク、為替変動リスク等

3年

3.60%現預金等

0.21%

TCWファンズ-TCWハイ・イールド・サステナブル・ボンド・ファンド 47.76%

◆　主なリスク

※平均格付とは、基準日時点でファンドが保有している有価証券の信用
格付を加重平均したものであり、ファンドの信用格付ではありません。
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平均直接利回り 4.61%

修正デュレーション 3.39年

・当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。

◆　ポートフォリオの状況

平均格付 ※ B+

平均最終利回り 6.88%

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
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20,000
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（円）
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◆　格付別比率

※ 平均格付とは、基準日時点でファンドが保有している有価証券の信用格付を加重平均したものであり、ファンドの信用格付ではありません。

B 13.56%

比率
3.89%

2.99%

1.46%

1.35%

1.21%

-

BBB 4.37%

BBB- 15.62%

BB+ 14.04%

CC+以下
および無格付

0.90%

総計 100.00%

5.93%

A - CCC+ 4.17%

A- 0.36% CCC 1.41%

13.01%

AA - B+ 8.92%

AA- - B 11.62%

AA+

格付 比率 格付 比率

AAA 8.20% BB 10.54%

3.087% 2023/1/9

アメリカ 7.250% 2025/9/15

アメリカ 2.250% 2026/2/15

1.80%

1.78%

1.68%

投資国 クーポン 償還日

アメリカ 3.875% 2023/11/1
比率

2.66%

「りそな ペア・ハイインカムＶＡ」が投資する「TCWファンズ-TCWハイ・イールド・サステナブル・ボンド・ファンド」の組入状況（純資産総額比）

◆　組入上位5銘柄

海外ハイイールド債券（RG)

銘柄

ＣＡ米国・ユーロ高利回り債ファンドVA（適格機関投資家専用）
＜愛称：りそな　ペア・ハイインカムＶＡ＞

スペイン

修正デュレーション

-

クーポン 償還日(含むコール日)

-

*現金等については「AAA」としています。

◆　組入上位5銘柄

国名

CENTENE CORP アメリカ 4.250% 2027/12/15

アメリカ

BB-

A+ - B-

BBB+ 0.92% CCC-

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

2022年12月30日 現在

【運用会社】 アムンディ・ジャパン株式会社

2027/9/18

※ 平均格付とは、基準日時点でファンドが保有している有価証券の信用格付を加重平均したものであり、ファンドの信用格付ではありません。

その他
 ※

- その他
 ※

平均格付 
※ BB

1

3

2

QWEST CORP

5.55%

YUM! BRANDS INC

4

平均直接利回り

-

-

-

2028/7/15 イギリス

※投資信託証券です。

イスラエル

3

比率

B+

-

A

CCC-

11.02%

AA-

格付

◆　ポートフォリオの状況

平均格付 
※

5

B+

- 11 -

2.99%A-

BBB+

3.60%

-

・当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。

BB+ 14.21%

BB 17.07%

7.69%CASH

0.00%
CC+以下

および無格付

CCC 0.39%

総計 100.00%

1

T-MOBILE USA INC

2

「りそな ペア・ハイインカムＶＡ」が投資する「Amundi Funds ユーロ・ハイ・イールド・ボンド」の組入状況（純資産総額比）

4

銘柄名

4.14年

◆　ポートフォリオの状況

FORD MOTOR CREDIT CO LLC5

TEVA 6% 01/25 6.000%

4.000%

AMUNDI EURO LIQ SHORT TERM SRI - Z
 ※

VMED 4.875% 07/28 REGS
BFT AUREUS ISR - Z (C)

 ※

LORCAT 4% 09/27 REGS

7.23%平均最終利回り

組入全銘柄数 181

1.55%

修正デュレーション 2.91年

249組入全銘柄数

4.875%

BB-

格付

2025/1/31

比率

- 17.40%

AA

平均最終利回り 7.04%

-平均直接利回り 4.03%

AA+

3.89%

BBB-

BBB 0.92%

A+ - B- 5.75%

CCC+ 1.52%
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◆　組入上位10銘柄※1 （2022年11月30日現在）

　

※2 各比率はマザーファンドベースで組入有価証券を100%として計算しています。

　

・当資料は、ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用等）を記載しております。必ずご確認ください。
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※1 比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。 平均終利 8.43%

組入上位10銘柄については、開示基準日がその他の情報と異なります。 平均格付とは、債券資産等に係る信用格付を加重平均したものであり、

クレジット・リンク債の国は、連動先債券の情報に基づき分類しています。 当ファンドの信用格付ではありません。

平均格付 BB

組入全銘柄数： 168 銘柄 上位10銘柄合計 14.74% 平均デュレーション 6.70年

9 TURKEY USD 4.25% APR26 トルコ 米ドル 1.18%

10 ECUADOR MLT JUL35 REGS エクアドル 米ドル 1.18%

8 COLOMBIA USD 5.2% MAY49 コロンビア 米ドル 1.19% ◆　ポートフォリオの状況
7 TURKEY USD 5.25% MAR30 トルコ 米ドル 1.19% なお、クレジット・リンク債の国は、連動先債券の情報に基づき分類しています。

4.21%

6 PEMEX 6.875% メキシコ 米ドル 1.26%

5 OMAN USD5.375%MAR27 REGS オマーン 米ドル 1.45% 南アフリカ

4 DOMREP 4.875% SEP32 REGS ドミニカ共和国 米ドル 1.66% コロンビア 4.27%

3 US T-NOTE 0.125% DEC22 アメリカ 米ドル 1.87% インドネシア 4.34%

11.03% 米ドル 98.62%

2 S.AFRICA USD 4.3% OCT28 南アフリカ 米ドル 1.88% トルコ 4.57%

1 US T-NOTE 0.125% JAN23 アメリカ 米ドル 1.89% メキシコ

ユーロ 1.38%

◆　組入上位5ヵ国および5通貨※2

銘柄 国 通貨 比率 国名 比率 通貨 比率

◆　基準価額推移グラフ ◆　市況コメント

上記グラフは過去の実績であり、将来の運用成果をお約束するものではありません
*運用状況及び運用方針については、実質的な運用を行うマザーファンドに係る説明を含
みます。基準価額は税引前分配金再投資、信託報酬控除後です。

設定来 金利変動リスク、為替変動リスク、カントリーリスク等

ファンド -3.23% 0.95% 1.51% -5.42% 1.54% 141.25%

◆　基準価額騰落率 ◆　主なリスク

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年

*騰落率は、基準価額（信託報酬控除後）に税引前分配金を再投資して計算
しております。

2022年12月30日現在

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

1.ＧＩＭ新興国ソブリン・オープン・マザーファンド（適格機関投資家専用）（以下
「マザーファンド」といいます。）受益証券を主要投資対象とし、安定的かつ高水
準の配当等収益を確保し、信託財産の長期的な成長を図ることを目的として
運用を行います。
2.マザーファンドを通じて、主として世界の新興国の政府または政府機関の発行
する債券に投資を行います。

基準価額 6,768円

純資産総額 1,340百万円

◆　資産構成比

実質債券組入比率 99.01%

　　うち現物 97.41%

　　うち先物 1.59%

設定日 2006年5月31日

決算日 原則毎月7日

信託期間 無期限

現預金・その他 2.59%

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

新興国国債（RG) ＧＩＭ ＦＯＦｓ用新興国ソブリン・オープンＦ（適格機関投資家専用）

【運用会社】 ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社
【投資顧問会社】 Ｊ．Ｐ．モルガン･インベストメント・マネージメント・インク

6,000

10,000

14,000

18,000

22,000

26,000

30,000

2006/5/31 2011/12/6 2017/6/14 2022/12/30

（円） 当月の米ドル建て新興国債券の利回りは、前月末比で上昇しました。また、新興国スプレッド（米

国国債との利回り格差）は前月末比で縮小しました。国別のパフォーマンスでは、エルサルバドルやモン

ゴルなどが上昇した一方、ウクライナやチュニジアなどは下落しました。

当月は、インフレ観測が和らいだことや利上げ継続による米景気後退懸念から月前半に米金利が

低下したことなどが、新興国債券市場の追い風となりました。月後半には、FRB（米連邦準備制度理

事会）の利上げ長期化観測や日銀のイールドカーブ・コントロール（長短金利操作）修正の影響を受

けて、警戒感が増したことから、下落する局面がありましたが、月間のリターンは利息収入を含めて若

干のプラスとなりました。

当月の当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資ベース）は前月末比で下落しました。保有債

券の価格上昇や利金収入などがプラスに寄与したものの、米ドルが対円で下落したことはマイナスに寄

与しました。

国別では、トルコやメキシコなどの保有比率が上昇した一方、南アフリカやインドネシアなどの保有比

率は低下しました。

今後の経済の見通しについては、ソフトランディングもしくは穏やかな景気後退を見込んでおり、インフ

レ率が低下する中でFRBが現在の姿勢を維持することで、市場のボラティリティ（変動性）が低下し、新

興国資産の良好なパフォーマンスが期待できると見ています。一方、新興国のインフレ率については、

前年比での商品価格の低下やサプライチェーンの正常化などを受けて、既に頂点に達していると考えま

す。こうした中、米ドル建て新興国債券は主にバリュエーションの観点から、引き続きBB格の銘柄など

のハイ・イールド債を選好します。一方で、信用力が著しく悪化している発行体に関しては、米国債利

回り曲線が逆イールドの状態になっているため、慎重に投資を行う必要があると考えられます。

当ファンドの運用においては、引き続き市場の変動性に十分留意しながら、流動性が高く、財政を

含む長期ファンダメンタルズが健全な国の中で、割安と判断する債券への投資を継続する方針です。
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1.84%10 WELLTOWER アメリカ 米ドル

REALTY INCOME アメリカ 米ドル 2.53%

2.02%

AVALONBAY COMMUNITIES アメリカ 米ドル 2.19%

EQUITY RESIDENTIAL アメリカ 米ドル9

8

7

6

米ドル 2.27%

4

3

2

PUBLIC STORAGE アメリカ 米ドル 3.26%

米ドル 5.41%

SIMON PROPERTY GROUP アメリカ 米ドル 3.41%

イギリス

・基準価額は信託報酬控除後です。

・上記グラフは当ファンド設定日からの推移を示したものです。　　　　

-6.21% -0.14%

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【運用会社】 アムンディ・ジャパン株式会社

8.00%

国 通貨 比率

3.14%

GAMING & LEISURE PROPERTIES アメリカ

PROLOGIS アメリカ 米ドル

CAグローバルREITファンドVA（適格機関投資家専用）

【特別勘定の名称】

グローバルリート(RG)

18,648円

-7.44% -10.87%

3ヵ月 6ヵ月 1年 3年

2022年12月30日 現在

21百万円

10.40% 86.48%

無期限

実質不動産投資信託証券比率 97.63%

現預金等 2.37%

◆　ファンドの特色 ◆　ファンド概況

◆　資産構成比
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組入全銘柄数：116 銘柄 上位10銘柄合計 ※各比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。34.09%

◆　組入上位10銘柄
※

◆　組入上位5カ国
※

5.47%

15.17%

比率

5 DIGITAL REALTY TRUST アメリカ 米ドル

・当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。

4.15%

1

オーストラリア

シンガポール 3.20%

国名

アメリカ 63.85%

日本

◆　基準価額騰落率

・日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含み
ます。）されている不動産投資信託の受益証券または不動産投資法人の
投資証券を主要投資対象とする「CAグローバルREITマザーファンド」の受益
証券に主として投資し信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行い
ます。

設定来1ヵ月

基準価額

純資産総額

決算日

設定日 2007年11月7日

価格変動リスク、信用リスク、為替変動リスク等

◆　基準価額推移グラフ ◆　市況コメント

　12月の海外REIT市場は、月前半は米国のCPI（消費者物価指数）が予
想を下回ったことが好感されるなど上昇する場面もありましたが、FOMC（米
連邦公開市場委員会）でタカ派的な政策金利見通しが示されたことなどが
嫌気され海外REIT市場は下落しました。月後半は日銀が長期金利の許
容変動幅を拡大したことにより円高・米ドル安が進行し、現地通貨ベースで
は小動きだったものの円ベースでは下落しました。
　日本のREIT市場は、一進一退の展開が続くなか、米国のCPIの伸びが鈍
化したことやインバウンド回復期待などから上昇する場面もありましたが、日
銀による長期金利の許容変動幅の拡大決定を受け下落する展開となりま
した。その後は下値を拾う動きからやや反発となりましたが、薄商いのなかも
み合いとなりました。

◆　主なリスク

ファンド

原則 2月15日

信託期間

EQUINIX アメリカ

銘柄

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2007/11 2012/11 2017/12 2022/12

基準価額

（円）
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※　比率は純資産総額に対する比率です。

比率償還日銘柄名

組入全銘柄数 2 銘柄 合計 67.29%

第１２８回共同発行市場公募地方債　　　　 2023/11/24 48.07%1

2023/8/29 19.23%第３７５回大阪府公募公債（１０年）　　　2

◆　ファンドの特色 

無期限

設定日

・主として本邦通貨表示の短期公社債に投資し、安定した収益の確保を
目指して運用を行うとともにあわせてコール・ローンなどで運用を行うことで流
動性の確保を図ります。

基準価額 10,024円

純資産総額 523百万円

決算日

◆　ファンド概況

原則 2月15日

信託期間

2022年12月30日 現在

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）

【運用会社】 アムンディ・ジャパン株式会社

【特別勘定の名称】

マネープール(RG)

1年 3年

2007年11月7日

◆　基準価額騰落率

67.29%設定来 公社債1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月

◆　資産構成比

◆　基準価額推移グラフ

-0.12% -0.25%

◆　主なリスク

ファンド

◆　組入銘柄
※

現預金等 32.71%0.24%-0.04% -0.07% -0.09%

金利変動リスク等
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・上記グラフは当ファンド設定日からの推移を示したものです。　　

・基準価額は信託報酬控除後です。

・当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。

9,800

9,900

10,000

10,100

10,200

2007/11 2012/11 2017/12 2022/12

基準価額
（円）



ご注意いただきたい事柄

＜投資リスクについて＞
● 変額個人年金保険「チョイス＆チェンジ」は、一時払保険料から契約初期費用を控除した金額を特別勘定で運用し、その運用実績

によって年金原資額、解約払戻金額、死亡保険金額、および積立金額が変動（増減）するしくみの変額個人年金保険です。

※1

運用関係費用は、運用手法の変更、運用資産額の変動等の理由により将来変更される可能性があります。各特別勘定の運用関係費用の詳細は、「特別勘定のし
おり」でご確認ください。

マネープール（ＲＧ）を選択した場合、マネープール（ＲＧ）の運用収益率が年率１．０１％未満のときは、保険関係費用は１保険年度１８０日までマネープール（ＲＧ）の運
用収益相当額を上限とします。

特別勘定の運用実績の成果とリスク（価格変動リスク・金利変動リスク・為替変動リスク・信用リスク・カントリーリスク等）は、保険契約
者に帰属しますので、運用実績によっては年金原資額や解約払戻金額等が一時払保険料を下回ることがあり、保険契約者に損失
が生じるおそれがあります。

※3 運用関係費用は、信託報酬に加えて信託事務の諸費用、有価証券の売買委託手数料および消費税等がかかります。これらの費用は、各投資信託の運用状況等に
よって異なりますので、費用の発生前に金額や割合を確定することが困難なため表示することができません。

●

＜お客さまにご負担いただく費用について＞
●

* 年金原資を一括で受け取る場合、「年金管理費用」はかかりません。

※2

この商品にかかる費用は、「契約初期費用」「保険関係費用」「運用関係費用」「年金管理費用」の合計となります。
また、１保険年度あたり１６回以上スイッチング（積立金の移転）を行った場合は、１６回目から「特別移転費用」がかかります。

 【募集代理店】

※4

● 解約・一部解約した場合の解約払戻金額に最低保証はありません。

● 引受保険会社の業務または財産の状況の変化により、ご契約時にお約束した保険金額、年金額等が削減されることがあります。

年金管理費用は、将来変更される可能性があります。

＜その他＞
● この商品は、クレディ・アグリコル生命保険株式会社を引受保険会社とする変額個人年金保険です。預金とは異なり、元本保証は

ありません。

当商品に関する詳細については、「契約締結前交付書面＜契約概要／注意喚起情報＞」、「商品パンフレット」、「ご契約のしおり・
約款」、「特別勘定のしおり」等でご確認ください。

項 目 内 容 費 用 ご負担いただく時期等

ご契約時 契約初期費用 保険契約の締結等のために必要な費用です。
一時払保険料に対し、

４．５％
特別勘定への繰入時に一時払保険
料より控除します。

積立

期間中

保険関係費用※1 死亡保険金の最低保証や、保険契約の維
持管理等に必要な費用です。

年率１．０１％
特別勘定の積立金額に対して、左
記の年率を乗じた金額の１／３６５を
毎日控除します。

運用関係費用※2

特別勘定の運用に関わる費用で、特別勘定
の投資対象とする投資信託の信託報酬等
※3です。

信託報酬は

年率１．０４５％程度（税込）
信託報酬については、「特別勘定の

しおり」をご確認ください。

各特別勘定が投資対象とする投資
信託の純資産総額に対して、所定
の年率を乗じた金額の１／３６５を毎
日控除します。

特別移転費用
スイッチングを行う場合で、１保険年度につき

１６回目からかかる費用です。
１回あたり１，０００円

１保険年度につき１６回目からのス
イッチング時に、積立金より控除しま
す。

年金支払

期間中
年金管理費用※4 年金の支払や管理等に必要な費用です。

支払年金額に対し、

１％
年金支払開始日以後、年１回の年
金支払日に控除します。
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